
　俳優の袴田吉彦さんが先生役で出演する啓発ビデオ
「インターネットの向こう側」（平成２１年度制作）を見て、
インターネットを利用した誹謗・中傷などが人権侵害になる
ことについて考えてみましょう。

インターネットの向こう側 検 索

YouTubeで公開中

ネットで
相手を傷つけないために
　ネットの向こう側にも、あなたと同じ人間がいます。ネット上の匿名性などを
悪用し、相手を傷つけるような書き込みは許されません。匿名の書き込みも、
調査をすれば、発信者を特定することが可能ですし、罪に問われることもある
のです。また、メールやブログ、コミュニティサイトなどへの何気ない書き込みが
相手を傷つけ、取り返しのつかない事態を引き起こしかねません。
　顔が見えないからこそ、相手の人権を尊重することを忘れず、配慮を持って
インターネットを利用しましょう。

使用する
言葉に注意!
暴力的な言葉は
ゼッタイNG!

チェーンメールは
転送しない!

知り合いの
アドレスや
住所など
個人情報を
無断で載せない!

雑誌や書籍に
載っている
マンガ、写真、
記事などを
勝手に掲載しない!

他人の悪口や
差別的な内容は
書き込まない!

人が写っている写真や動画は
勝手に掲載しない!

他人の
書き込みを
“あおる”
書き込みを
しない!

ネット上の
書き込み、

情報発信には
責任が伴う!

根拠のない
うわさ話は、
載せない!

相手のこと
を

考えて！

※写真によっては位置情報を悪用される場合もある
　ので掲載注意。
※GPS機能も含め、複数の情報をつなぎ合わせると
　個人を特定できる場合があるので要注意。

ネット上の人権侵害についてもっと理解を深めたい人は…
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フィルタリング、ルール、マナーは、
子どもの人権を守ります！
　有害な情報から皆さんを守るための有効な手段として「フィルタリング」があり
ます。携帯電話会社など、インターネットを運営する事業者は、「フィルタリング」の
提供を法律で義務付けられており、皆さんの年齢に適したフィルタリングサービス
を提供していますので、必ず利用しましょう。
　インターネットを使用する際には、犯罪やトラブルに巻き込まれることのないよう、
家族とよく相談し、自分の年齢と判断力にふさわしい「フィルタリング」の設定が
されているか、きちんと確認することが大切です。

インターネットと人権
について話し合おう!
　インターネットを安心して利用するために、
人権意識やモラルについて普段から保護者や
友達と話し合い､トラブルに巻き込まれること
のないよう､注意し合いましょう。

携帯電話やスマートフォンなどの
使用上のマナーを確認しよう！
　外出先で携帯電話などを歩きながら使用したり、
画面に釘付けになっていたために、他の人に迷惑を
かけたり、思わぬ事故に繋がったというケースが多
発しています。周りのことを考え、マナーを守って、
危険な事故を未然に防いでいくことが、みんなの人権
を守ることにもなります。楽しく安全で、安心な生活を
送るために、携帯電話などの使い方のマナーについ
て、家族の間で確認しておきましょう。

家庭でルール作りをしよう！

【ルール作りのポイント】

　ルールを守ることは、自分を守ることにつな
がります。インターネットを利用する時は、家族
で話し合ってルールを作り、安全で有意義なイ
ンターネットの利用に役立てましょう。

● 利用時間、場所、利用目的などを確認する
● 相手への思いやり、配慮などを取り入れる
● 身近な人権について意識する
● 必要に応じ、ルールの見直しを行いながら、
　常に問題の共有ができるよう工夫する

●❶ 3G、4G
　 回線などの
　 携帯電話回線 ●❷ 無線LAN回線 ●❸ アプリ

「フィルタリング」は必要です！

フィルタリング専用ソフトを個人で設定契約時にフィルタリング設定

　携帯電話やスマートフォン、タ
ブレット端末やテレビゲーム機、
携帯音楽プレーヤー、パソコン
やネットワークオーディオなど、
対応する機種によってフィルタリ
ングの設定が異なります。

対応機種の
「フィルタリング」を
確認しよう！ 　スマートフォンで、無線LANを

利用する場合、一般のフィルタリ
ングサービスが有効とならない
場合があります。無線LAN動作
時に対応したフィルタリングソフ
トを入れ、アプリの起動制限をす
るなどの対応が必要です。無線
LANの動作時にも有効となる最
新のフィルタリングソフトを利用
し、有害サイトへのアクセスを防
止しましょう。パソコンについて
もフィルタリングが正しく機能し
ているか、プロバイダの契約な
どをきちんと確認しましょう。

無線LANを
利用する時の注意！

　フィルタリングを使って、特定
のゲームや危険なアプリをブ
ロックすることができます。自分
の年齢や目的に合ったアプリを
選び、インターネットを賢く利用
しましょう。

フィルタリングで
危険なアプリを
ブロックしよう！

契約切れのスマートフォン、一時的に使用する家族の端末、
いわゆる格安スマホなどの利用の際にもフィルタリングを忘れずにね！
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困った時には、
一人で悩まず、相談しよう!

　相談する際には、掲載内容を印刷したものなどが証拠となります。当
該掲載箇所のURLと共に、最寄りの交番・警察署に持参してください。

犯罪に巻き込まれそうな場合には、
迷わず警察に相談しましょう。

　誹謗・中傷やプライバシーを侵害する書き込みがされた時は、
プロバイダ責任制限法などに基づいて、プロバイダやサーバの管
理者などに対し、書き込みをした人（発信者）の情報開示を請求
することができます。詳しくは、お近くの法務局・地方法務局にお問
い合わせください。

発信者情報の開示請求

相談無料

秘密厳守

電話やメールでも
相談可

法務局への相談（削除要請）の流れ

当事者間で解決しようとしても
●削除の依頼に応じない
●情報の発信者が誰だか分からない

人権相談●❷

参考：政府広報オンライン インターネットによる人権侵害に注意！

受付時間 ： 平日午前8時30分から午後5時15分まで
0120-007-110（ぜろぜろななのひゃくとおばん）電 話

● 子どもの人権110番（全国共通・通話料無料）

受付時間 ： 平日午前8時30分から午後5時15分まで
0570-003-110（ゼロゼロみんなのひゃくとおばん）電 話

● みんなの人権110番（全国共通）

受付時間 ： 平日午前8時30分から午後5時15分まで
0570-070-810（ゼロナナゼロのハートライン）電 話

● 女性の人権ホットライン（全国共通）

　インターネット上で自分の悪口が書かれていたり、自分の写真が無断で掲載さ
れていたりしたら、保護者や先生など信頼できる大人に相談し、適切な対処方法
について考えましょう。

すぐに、信頼できる大人に相談しよう！

　もし、保護者や先生に相談できなかったり、どうしたらよいか迷ったら、最寄りの
法務局・地方法務局の相談窓口に相談しましょう。全国の法務局・地方法務局で
は、削除依頼の方法の助言を行うほか、被害者自らが被害の回復や予防を図るこ
とが困難な場合、プロバイダへの削除要請なども行っています。相談の際には、控
えておいたURLや掲載内容、掲載された誹謗・中傷により、どのような問題が起
こっているのかなど、具体的な被害を書いたメモなどを用意しておきましょう。

法務局・地方法務局には相談窓口があります！

インターネット人権相談 検 索

https://www.jinken.go.jp/soudan/mobile/001.html

http://www.moj.go.jp/JINKEN/jinken113.html
携帯電話

パソコン

● インターネット人権相談受付窓口

左のQRコードを携帯電話のバーコードリーダーで
読み込むと簡単に接続できます。

●被害者自らによる
　削除依頼が困難な場合
●削除依頼を行っても
　プロバイダなどの管理者が
　これに応じない場合

削除要請●❹

被害を受けたあなた発信者
（加害者）

保護者・先生

プロバイダ
サーバ管理者・運営者など

人権侵害になる
悪口などの書き込み

人権侵害

削除依頼の方法など
助言●❸

削除依頼
保護者・本人

法務局
地方法務局

まず、保護者や先生に相談しましょう!
保護者や先生に相談できなければ、
法務局・地方法務局に相談しましょう。

相談●❶

安心
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管理者やプロバイダに削除依頼する場合の手順 （一例）

掲示板削除依頼専用ページ （一例）

削除理由：当該掲示板に、個人を誹謗・中傷する書き込みがなされ、当事者が学校で
いじめを受けるなどの問題に至っております。今後もこのような掲示が継続し、書き
込みが繰り返されますと、当事者の精神的な苦痛が重なり、取り返しが困難な状況を
招きかねませんので、早急な削除を行っていただきますようお願いいたします。

掲示板削除依頼フォーム

氏名　〇〇〇〇〇
ＵＲＬ　http://～
掲載箇所名　〇〇〇〇〇〇〇

書き込みや写真、動画などの
削除依頼について知りましょう
　掲示板やSNS、学校裏サイトなどで、誹謗･中傷などにあたる悪口や写真、動
画などが掲載された場合、掲示板などの管理者や、プロバイダなどに、削除の
依頼をすることができます。

　削除依頼をしたことが公表されるタイプの掲示板では、削除依頼をしたことにより、書き
込みなどの内容に再び注目が集まり、冷やかしや、なりすましの書き込みが増え、結果的に
被害が拡大してしまう可能性も考えられます。
　また、掲示板によっては、削除依頼をした人の氏名やメールアドレスなどの個人情報が掲載
されてしまう場合もあります。
　削除を依頼するかどうかや、その際に個人情報を入力するかどうかは、自分だけで判断せず、
保護者に相談するなどして慎重に判断しましょう。もし自分で対応することが不安なときは、
法務局・地方法務局の相談窓口に相談しましょう。

削除依頼をする場合のリスクについても考えておきましょう。

　印刷ができない携帯専用の掲示板などの場合は、カメ
ラなどで撮影し保存しておきましょう。

誹謗・中傷にあたる書き込みや動画などが
掲載されている掲示板のURLやアドレスを控え、
該当する画面や動画は、保存しておきましょう。

くれぐれも
慎重にね

保護者にも
相談してね

自分でも削除依頼が
できるんだね

　削除依頼する場合、一般的には、まず掲示板などの管理者に削除依頼を行い
ます。管理者に削除依頼しても削除されない場合には、次の段階として、その掲
示板を提供しているプロバイダに削除依頼を行いましょう。ここでは、一般的な
削除の例をご紹介します。

※削除依頼への対応は、掲示板の管理者やプロバイダにより異なります。

削除依頼する場合の注意事項

3 プロバイダに削除依頼をするためのページが表示されたら、必要事項
をフォームに従って入力します。

1 誹謗・中傷が掲載されている掲示板のアドレス（URL）などを確認します。

掲示板のトップページにある「管理者へのお問い合わせ」や「利用の規
約」などのページから、削除依頼専用ページ又は連絡先を探します。
（掲示板内に書かれた「削除依頼」と表記されたリンクボタンをクリック
すると、掲示板サービスを提供している管理業者などの削除専用ペー
ジなどにアクセスできます。）

2

4 内容をもう一度確認し、「削除の実行」をクリックします。

削除の流れ
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